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本 校 の Ｎ Ｉ Ｅ 実 践 ～ 社 会 の 変化 に 対応 し 生き ぬ く力 を 身に つ ける 試 み  

宮崎 県 立妻 高 等学 校  教 諭  井 手  誠  

 

１  は じめ に ～本 校 2 年 目の Ｎ ＩＥ 教 育  

 本 校 は 、２ ０ １９ 年度 と ２０ ２ ０年 度 の 2 年 間 、日本 新 聞 協会 よ りＮ Ｉ Ｅ実 践 指定 校 の

認定 を 受け 、Ｎ Ｉ Ｅ 実践 に 取り 組 んで き た 。本校 で は 、新 聞 を 活用 す る目 的 を 、Society5.0

社会 へ の移 行 、Ａ Ｉ 活用 に よる イ ノベ ー ショ ン が進 行 する 社 会の 変 化に 対 応し 生 きぬ く 力

を身 に つけ る こと で ある と 定義 し て、Ｎ ＩＥ 実 践に 取 り組 ん でき た 。本 校 にと っ てコ ロ ナ

禍の ２ ０２ ０ 年度 は 、西 都 商業 高 校と の 統合 に より 開 設さ れ た新・宮 崎 県 立妻 高 等学 校 の

完成 年 度で あ り 、普 通科 文 理科 学 コー ス １ク ラ ス 、普 通 科３ クラ ス 、情報 ビ ジネ スフ ロ ン

ティ ア 科２ ク ラス 、 福祉 科 １ク ラ ス の 1 学年 合 計 7 ク ラ ス、 学校 全 体で ２ ２ク ラ ス全 校

生徒 ７ ６７ 名【 ２ ０ ２０ 年 ４月 １ ０日 現 在 】の 県 内 有数 の 大 規模 校 とな っ た 。進 路は 、国

公立 大 学、私立 大 学 、短 期大 学、高等 看 護専 門 学校 、各 種 専 門学 校、就 職な ど 多 様で あ る。

多様 性 に富 む 本校 生 徒の 実 態を 踏 まえ 、いか な るＮ Ｉ Ｅを 展 開す る こと が でき る か、２ ０

１９ 年度 1 年 間 の取 り組 み を踏 ま えな が ら、 ２ ０２ ０ 年度 の 取り 組 みを 進 めて き た。  

 

２  本 校の 具 体的 取 り組 み  

 本 校 の具 体 的取 り 組み は 、以 下 のと お りで あ る。  

 ①  朝の １ ０分 間 読書 に おけ る 取り 組 み  

   ＮＩ Ｅ 通信 を 発行 し 、全 校 一斉 に 読ま せ る。  

←Ｎ Ｉ Ｅ通 信  

 ②  新聞 に 親し む 取り 組 み  

   全２ ２ クラ ス を対 象 に新 聞 各紙 に 親し む 機会 を 保障 す る【 2 学 期 】  

 ③  各教 科 ・各 学 年・ 進 路指 導 にお け る新 聞 活用 の 取り 組 み  

 

３  各 教科 の 新聞 活 用実 践 につ い て～ 地 歴公 民 科・ 商 業科  

①  商業 科 のＮ Ｉ Ｅ実 践 （商 業 科  馬 場政 賢  先 生 ）  

情報 ビ ジネ ス フロ ン ティ ア科 1 年 生 で 、新聞 を 活用 し た授 業 を実 施 した 。こ のク ラス は、

商業 科 目の 専 門知 識 を学 ぶ 学科 で 、私 自 身が 担 任を す るク ラ スで も ある 。日頃 か らコ ミ ュ

ニケ ー ショ ン がと れ てお り 、質 問 や問 題 提議 な ど活 発 に意 見 が出 る クラ ス でも あ る。  

今回 の 授業 は、専 門 教科 の 基礎 的 科目 で ある『ビ ジ ネス 基 礎 』の第 4 章 企 業活 動 と基 礎

とい う 単元 で 実施 し た 。こ の 単元 で は 、企業 と は何 か ？企 業 は 、ど の よう に して 資金 を 集

めて ビ ジネ ス を行 う か？ と いう 内 容の 単 元で 、そ の中 に 、企 業の 合 併・買 収 の話 題が あ っ

た 。そ こ で 、2020 年に 起 こっ た 、宮崎 市内 の 橘百 貨 店が ド ン・キ ホ ーテ に 買収 され た と

いう ニ ュー ス があ っ た 。そ の ニュ ー スを 活用 し 、宮崎 日 日新 聞の 記 事を 使 って 、生徒 に 具

体的 な 事例 を あげ 、授業 を 展開 し た 。さ らに 、話 題を 膨 らま せ、MEGE ド ン キの 開業 、さ

らに は 、宮崎 駅 周辺 のア ミ ュプ ラ ザの 開 業と 、経 済効 果 がも たら す 、地域 活 性化 につ い て

も生 徒 に考 え させ る いい 機 会が で きた 。生徒 達 にも 身 近な 話 題で 、興味 を もっ て より わ か

りや す い授 業 が展 開 でき た と思 う 。今 後 もよ り 身近 な 話題 か ら、過 去の 記 事な ど も使 用 し

て、 授 業に 生 かせ れ ばと 思 った 。                        

 

 

　　

本校のＮＩＥ実践
～社会の変化に対応し生きぬく力を身につける試み～ 宮崎県立妻高等学校

教諭　　井　手　　　誠

− 12 −



- 2 - 

 

 ② 地 歴科 【 日本 史 】の Ｎ ＩＥ 実 践（ 地 歴科  若山 浩 章  先 生）  

■  授 業展 開  

 本 授 業で は 、大正 11 年 (1922)3 月 29 日 の「 宮 崎新 聞 」（ ※１ ）の社 説 をも とに 、地

方新 聞 が当 時 の普 通 選挙 運 動を ど う論 評 して い たか と いう こ とを 具 体的 に 読み 、当時 の 時

代像 を イメ ー ジす る とい う こと を ねら い とし た 。  

 本 校 は再 来 年度 創 立 100 周 年 を迎 え るが 、 創立 に あた っ ては 現 在の 高 鍋高 校 と県 立 中

学校 を 争っ た 経緯 が あり 、その 関 連記 事 がこ の 社説 を 掲載 し てい る 同じ 紙 面に 掲 載さ れ て

いる (※ ２ )。 本 校 の 100 年前 と 普通 選 挙運 動 が同 じ 時代 軸 にあ る こと を 意識 さ せる た め

の導 入 であ っ た。  

 本 社 説で は 、大 正 11 年 の 政友 会 幹部 の選 定 のや り 方が 公 選に な った こ とを 賞 賛し て お

り、 そ の背 景 に普 通 選挙 運 動が あ るこ と を指 摘 して い る（ ※ ３） 。 とこ ろ がこ れ は当 時 、

普通 選 挙運 動 に前 向 きで な かっ た 政友 会 に対 す るい わ ば皮 肉 をと も なっ た 論評 で あっ た 。 

 生 徒 に は 、 この 記 事 や 他 社 の 記 事 (※ ４ )と 比 較 さ せ な が ら 、 普 通 選 挙 運 動 に対 す る 当 時

の人 た ちの 見 方に つ いて 紹 介し た 。  

 

■  新 聞を 授 業で と りあ げ る効 果  

 我 々 を含 め 歴史 事 象の 時 代背 景 をと ら える の はき わ めて 難 しい 。歴史 を 初め て 学習 す る

生徒 は つ い 100 年 前の こ とを 想 像す る こと す ら容 易 では な い。 今 回の 内 容は 結 果と し て

ハ ー ド だ っ た が 、 100 年 の 歴 史 の 中 に 普 通 選 挙 権 と い う も の が 存 在 し た こ と は イ メ ー ジ

とし て とら え られ た と思 う 。  

 新 聞 は歴 史 事象 の 背景 を 探る 上 で重 要 な位 置 を占 め る。記 事の 内 容が 正 しい か 、誤 っ て

いた か は別 問 題で 、そう し たも の が話 題 にな っ てい た 、当 時 の人 た ちの 関 心を 示 した も の

であ っ たと い うこ と は間 違 いな い 事実 で ある 。  

 生 徒 が日 常 の新 聞 の記 事 に接 し た時 、その 背 景に あ るも の を探 ろ うと い う動 機 がお こ れ

ば、 そ れは Ｎ ＩＥ の 主旨 が 成就 さ れた と 評価 し てい い ので は ない だ ろう か 。  

 

※１  宮 崎 新聞 は 大正 ５年 ９ 月創 刊。鹿 児 島県 新 聞の 姉 妹新 聞「宮 崎時 事 新聞 」に吸 収合 併

され た が、 社 名継 続 。日 向 日日 新 聞に 統 合。  

※２  

大正 １ １年 （ １９ ２ ２） ３ 月２ ９ 日  宮 崎新 聞  

●「 児 湯中 学 校  速 成同 盟 会総 会  漸 く 白熱 化 し来 る  東 西 競争 漸 く激 甚｣ 

 県 立 児湯 中 学校 設 置の 件 は、全 郡一 致 して 昨 年申 請 した る 所に て 、県 当 局の 意 向も そ の

位置 に つい て は略（ ほぼ ）窺 知（ き ち ）する を 得た る 次第 な るが た めに 、西 部各 村は 連 盟

して 西 部に 設 置せ ん こと を 希望 し 、過 般 東部 各 町村 の 有志 を 歴訪 す る等 運 動漸 く 激烈 な り

たる を 以て 、郡東 部 にお い ても 種 々な る 理由 に 頼り 、殊に 高 鍋は 旧 領主 秋 月家 歴 代の 教 育

に尽 く され た る結 果 、県 下 四藩 中 比較 的 多く の 名士 を 出し た る地 に して 、将来 に おい て も

高鍋 は 教育 地 とし て 好適 地 と認 め 、ま た 東部 多 他町 村 に在 り ても 異 議無 き とこ ろ なれ ば 、

まず 第 一着 に 高鍋・上江 両 町村 に おい て 速成 同 盟会 を 組織 す る事 と なり 、過 日来 、会員 募

集中 な りし が 、去 る 二十 六 日同 会 の総 会 を大 福 座に お いて 開 会せ り ・・ ・ ・・ 」  

※３  

●大 正 １１ 年 （１ ９ ２２ ） ３月 ２ ９日  宮崎 新 聞  

「社 説  新 幹 部定 ま る」  

 政 友 会は 、幹 部選 定の 方 法を 変 更し 、新幹 部 の人 選 も 、す でに 決 定し た こと は 既報 の 通

りで あ る 。従来 党 の 幹部 は 、総 裁の 指 名 であ っ たが 、今 回 は 時代 の 推移 に 応じ て 、その 方

法を 変 え 、各 団 体は その 団 体に お いて 、所属 代 議士 一 〇名 に 一名 の 割合 を 以て 、相談 役 を

公選 し 、総 裁 はそ の 公選 さ れた る 相談 役 中よ り 、さ ら に幹 部 を指 名 する 事 とな っ た。 で 、

新方 法 によ り 確定 し た新 総 務は 、野 田・岡崎・山 本・中 西・武藤 の 五氏 で、幹 事 長は 党 内

随一 の 切れ も の横 田 氏で あ る。 い わば も ちろ ん 挙党 一 致の 希 望で あ った 。 （中 略 ）  

  そ の 動機 を 起こ さ せた も のは 、政友 各 団体 の 取り 来 たれ る 、公 選 運動 の 結果 と 言わ な く

ては な らぬ 。し かし 公選 運 動が い かに 盛 んで も 、総裁 が 坦懐 宏量 に して 、そ の昌 言を 聴 い
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て実 行 する で なか ら ねば 、行 わる も ので ない 。で 、我等 は こ れを 双 美と し て推 称 する も の

であ る 。・ ・ ・」  

※４  

●大 正 １１ 年 （ 1922） ３ 月２ ８ 日  

中外 商 業新 報  「 政友 会議 員 総会  相談 役 、本 部 新役 員 発表 」  

 政 友 会で は 二十 七 日午 前 十時 四 十五 分 本部 で 議員 総 会を 開 き高 橋 総裁 を
は じ

首 め 、 元田 、

山本 、床 次 、野田 、中橋 の 党出 身 各大 臣 、岡崎 、川 原 、望月 、鵜沢 、山 本 各総 務 、広岡 幹

事長 、田 村協 議 員長 、各幹 事 其他 所 属貴 衆両 院 議員 二 百九 十 余名 出 席 。席 定 まる や広 岡 幹

事長 開 会を 告 げ会 長 に奥 繁 三郎 氏 を推 し 、そ れ より 幹 事長 は 一場 の 挨拶 を なす 。  

 「（中 略 ）反対 党 の言 動 は我 党 が常 に 穏健 着 実各 □ の案 件 を審 議 する に 方っ て 慎重 審 議

国務 の 進捗 を 念と し たる に も拘 ら ず、毫 も誠 意 なく 院 内に 於 ては 騒 乱を 事 とし 無 頼の 青 年

を
し

使
そ う

嗾 し て 蛇 を 議 場 に 投 入 せ し め て 院 外 に 於 て は 民 衆 を 煽 動 し て 人 心 の 悪 化 を 助 成 し

甚 だ し き は 研 究 会 の 家 屋 に 放 火 せ し め て 快 を 叫 ぶ が 如 き 実 に 言 語 道 断 の 行 為 が 少 く な か

った 。 （中 略 ）相 談 役の 発 表に 次 で本 部 新役 員 をば 総 裁か ら 左の 如 く指 名 発表 さ れた  

総務 委 員  野 田卯 太 郎、 岡 崎邦 輔 、山 本 悌二 郎 、武 藤 金吉 、 中西 六 三郎  

幹事 長  横 田 千之 助  

■参 考 資料  

1922 年 2 月 23 日 、衆 議院 で、憲 政 会・国 民党・無 所 属 団 共同 提 出の 統 一普 通 選挙 法 案

を上 程 する 。討 論中 、傍聴 席 より 生 蛇が 投入 さ れる 。同 夜、普選 要 求の 群 衆数 万 、警官 と

衝突 し た。2 月 27 日、同法 案 を 否決 し た。1923 年 3 月 1 日、衆議 院 は 普通 選 挙法 案 を

否決 し た。                        

 

 ③ 公 民科 の ＮＩ Ｅ 実践 に つい て Ⅰ（ 公 民科  中津 明 日香  先生 ）  

■ニ ュ ース ス ピー チ の取 り 組み  

 今年 度 も公 民 科の 現代 社 会の 授 業で ス ピー チ を行 っ た。 2 年生 な らび に 3 年 生 普通 科 普

通コ ー スは 1 分、3 年普 通 科文 理 コー ス 、SS コー ス は 3 分 をめ ど に、毎 時間 1 人ず つ 出

席番 号 順に 指 名し た 。この 時 間を め どに「 興味 を 持っ た ニュ ース と ニュ ー スへ の 意見・感

想 」を 述 べ 、発表 者 以外 は その ス ピー チ をき く 形で 、毎 時 間 授業 の はじ め に実 施 した 。生

徒の 発 表後 に 授業 者 が補 足 説明 や 関連 ニ ュー ス に触 れ るこ と もあ っ た。  

 最初 は 忘れ る 生徒 や 30 秒 も いえ な い 生徒 も 多か っ たが 、 次第 に きち ん とし た 準備 を し

て発 表 する よ うに な った 。ま た 日頃 、ニ ュー ス など に 興味・関心 を もち に くい 生 徒も 、自

身の 発 表の 前 には 、ニュ ー スを 事 前に 確 認し て いた 生 徒が 多 かっ た 。また 、他 の 生徒 の 発

表を き くこ と で 、「 興味 の なか っ たジ ャ ンル に 関心 を 持っ た 」とい う 生 徒も い た 。今年 度

は「新 型 コロ ナ ウイ ルス 」を 取り 上 げた 生徒 が 多か っ たが 、発表 者 やメ デ ィア に よっ て 注

目す る 点が 違 うこ と を指 摘 する 生 徒も い た。この 指 摘を 3 学 期の メ ディ ア リテ ラ シー の 分

野で 紹 介す る と 、生 徒に は 体感 と して わ かり や すか っ たよ う であ る 。反 省 と して 、1 クラ

ス 40 人 2 単 位 の授 業で は 、ぎ り ぎり 一 巡し か でき な かっ た クラ ス もあ り 、残 念 だっ た。 

■定 期 テス ト での ニ ュー ス 記述  

 現 代 社 会 の 授 業 で は 、 定 期 テ ス ト に お い て ニ ュ ー ス 作 文 記 述 を 問 題 の 一 部 と し た 。 「 指

定し た 期間 の ニュ ー スの 内 容と 、ニ ュー スへ の 意見・感 想を 5 行 以上 書 く」と い う形 で 実

施し た 。こち ら は授 業者 が コメ ン トを 2 行ほ ど 添え 、答 案返 却の 際 に「そ の クラ ス（ま た

は学 年 ）で 取 り上 げ られ た ニュ ー スの タ イト ル を授 業 者が 紹 介」 す ると い う形 で 行っ た 。 

 こち ら でも 、 社会 に興 味 ・関 心 を抱 く 1 つの き っか け には なっ た かと 思 う。 ま た、 最 後

のア ン ケー ト によ る と、ど んな ニ ュー ス にク ラ スメ イ トが 興 味を 持 って い るの か 知る 、と

いう こ とも 生 徒に は 新鮮 だ った よ うに 思 う。                     

 

 ④ 公 民科 の ＮＩ Ｅ 実践 に つい て Ⅱ  （ 公民 科  井 手 誠）  

気に な るニ ュ ース ミ ニ小 論  

 公 民 科で は 、主 体 的で 対 話的 で 深い 学 びと 人 権教 育 を基 盤 に置 い た教 科 指導 を 意識 し て

日々 取 り組 ん でい る 。手 法と し て、生徒 が主 体 的に 調 べ、ま とめ 、発 表 し、傾聴 し、思考

を表 現 する ～ リー デ ィン グ・リス ニ ング・ライ テ ィン グ・ス ピー キ ング の すべ て を取 り 入
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れた 授 業を 展 開中 で ある 。以 下に 紹 介す るの は 、生徒 の 発表 を傾 聴 して ま とめ 、生徒 に 紹

介し た 感想 文 であ る 。  

 

コロナ禍における各企業の人員削減  

 コ ロ ナの 影 響は 、人へ の 感染 だ けで は なく 、社会 の 経済 的 な面 で も影 響 を与 え ると 思 い

まし た 。私は こ のニ ュー ス を見 た 時進 学 すべ き か就 職 すべ き か悩 み 、親と も 相談 しま し た。

今 、コ ロ ナの 影 響で 人員 削 減さ れ たり 、採用 試 験が 行 われ な い企 業 が増 え てい る よう で す。

また 、Ａ Ｉや Ｉ Ｔが 発達 発 展し 、言 われ たこ と しか で きな い 人な ど 、自分 で 考え て行 動 で

きる 人 じゃ な いと 企 業側 も ほし く ない と 思っ て いる と いう こ とを 聞 いた こ とが あ りま す 。

私が も し 、大学 等 に 進学 し て 、卒業 す る 時 、就 職 先 があ る の だろ う か 、今で も 狭 き門 なの

にも っ と狭 き 門に な るの で はな い か、就 きた い 会社 が コロ ナ の影 響 で倒 産 して し まう の で

はな い か、ま たコ ロ ナの よ うな 伝 染病 が 流行 し たら ど うな る のだ ろ うか 、不安 に なり ま し

た 。【 中略 】し かし 、まだ 社 会 の知 識 も 不十 分 なま ま 働く の が怖 く て大 学 でも っ と知 識 を

深め た いと 思 い大 学 進学 を 決心 し まし た 。だ か ら大 学 卒業 後 は、し っか り たく さ んの 知 識

を 取 得 し て 自 分 で 考 え て 行 動 で き る あ た り ま え の こ と は あ た り ま え に で き る 大 人 に な り

たい で す。 【 後省 略 】  

 

コロナ禍における児童虐待  

 私 は 将来 保 育士 を めざ し てい ま す 。そ の中 で この 発 表を 聞 いて 、も っと 、子 供 がす ご し

やす い 世界 を つく っ てい か なく て はい け ない な と思 い まし た 。児 童 虐待 の 被害 者 はま ち が

いな く 子供 達 です が 、虐 待 して し まっ て いる 大 人達 も 実は 被 害者 な ので は ない か と思 い ま

す。 そ うい っ た人 達 にメ ン タル ケ アを し たり 寄 り添 う よう な 活動 を 増や し てい く こと で 、

児 童 虐 待 数 の 減 少 に つ な が る と 思 い ま す 。 ま た 、 虐 待 は 気 づ い て い て も ｢本 当 に 虐 待 か わ

か ら な い ｣な ど と い っ た 理 由 で 報 告 に ふ み き る ま で に 時 間 が か か る と き き ま す 。 虐 待 か

も？ と 思っ た ら 、ま ずは 報 告す る こと を １人 １ 人が 心 がけ れ ると い いと 思 いま す 。将来 は、

子供 達 のＳ Ｏ Ｓや 変 化に 気 づけ る よう な 保育 士 にな り 、子 供 達が 楽 しい 人 生を 送 れる よ う

な社 会 づく り をし て いき た いで す 。  

 

県立学校入試に｢自己推薦｣を導入  

 中 学 校長 の 推薦 を 条件 と する 現 行制 度 を廃 止 し、自 己推 薦 型を 導 入す る こと は 良い こ と

だと 思 う 。なぜ な ら 、校長 か ら の推 薦 が もら え ず 、推薦 入 試 を受 け られ な いこ と は 、生 徒

の意 欲 を害 し てい る と思 う から だ 。私 も 学校 長 から の 推薦 入 試受 験 の許 可 をも ら って 入 試

を受 け た。し かし 、推薦 入 試を 希 望し て いた 人 の２ ／ ３程 度 の人 が 学校 長 の許 可 をも ら え

ず、入 試を 受 けら れ なか っ た。私 たち は 自分 の 進路 の ため に 何事 に も挑 戦 しな さ いと 教 わ

って き たが 、挑 戦す る前 か ら 、壁 と なる もの が ある と 引き ぎ みに な り 、何 も でき なく な る

人が 増 える と 思っ た 。私 た ち生 徒 の意 欲 を高 め るた め にも 、自己 推 薦型 の 導入 は した ほ う

が良 い と思 っ た。  

 

４  さ いご に ～本 当 のス タ ート は これ か ら  

 2 年間 に わた り NIE 実践 に 取り 組 み 、生徒 も 先生 方 も学 校 も間 違 いな く 変わ っ た 。ど う

変わ っ たの か 。生徒 も先 生 も 、朝 か ら教 室で 新 聞を 開 いて 読 む姿 が 見ら れ 、授業 や進 路 指

導に お ける 新 聞活 用 が格 段 に増 え た。各 クラ ス に新 聞 を置 く 取り 組 みが 終 わっ て も「 ク ラ

スに 新 聞お い ても ら えま せ んか 」など の リク エ スト も 相次 い だ。公 民科 の 気に な るニ ュ ー

スミ ニ 小論 で は 、生 徒が 自 分の 出 番 、友 達の 発 表を 心 待ち に して い た 。まと め る 力 、発 表

する 力 、小論 力 も確 実に 高 まり 、進 路の 合格 数（ 合格 率 ）ア ップ に もつ な がっ た 。今後 の

課題 は 、学校 総 体の 取り 組 みと し て推 進 して い くこ と であ る 。具 体 的 には 、校内 NIE 実践

推進 委 員会 を 組織 し て、教 科・学科・学 年・分 掌に NIE 推進 者を 置 き活 発 にし て いく 取 り

組み が 考え ら れる 。最後 に 、2 年間 の 本 校に お ける Ｎ ＩＥ の 取り 組 みは 、あ くま でも き っ

かけ な ので あ って 、 本当 の スタ ー トこ れ から だ と考 え てい る 。  

− 15 −


	jissen2020_05_1
	jissen2020_05_2
	jissen2020_05_3
	jissen2020_05_4

